
い
住
宅
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

合
計
は
、
大
幅
に
異
な
り
ま
す
。
あ

る
試
算
で
は
、
日
本
住
宅
性
能
表
示

基
準
の
温
熱
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
級
４
（
国
が
定
め
た
最
高
等
級
）

の
住
宅
と
従
来
型
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
差
額
は
、　

年
ロ
ー
ン
で

試
算
し
た
場
合
、
４
０
０
万
円
か
ら

８
０
０
万
円
も
の
差
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
我
が
国
の
場
合
は
、
京

都
議
定
書
の
批
准
以
来
、
二
酸
化
炭

素
削
減
の
国
際
的
な
約
束
を
守
る
た

め
に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
制

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
欧
州
で
は

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
税
の
導
入
も
、
近
い
う
ち
に

実
施
さ
れ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
０
１
０
年
、
国
家
総
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
。

地
方
の
住
宅
建
築
に
お
け
る

「
不
都
合
な
真
実
」。

「
松
下
孝
建
設
」は
、失
敗
し
な
い

  

家
造
り
を
提
案
し
ま
す
。

　

住
宅
行
政
の
方
向
性
を
決
め
る

「
国
家
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

２
０
１
０
年
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
住
宅
は
、
こ
の
総
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
標
が
設
定
さ
れ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
、
新
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
準
、
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
準
と
住
宅
性
能
の
基
準
が
決
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
、
二
酸
化
炭
素
世
界

枠
組
み
条
約
、
京
都
議
定
書
が
取
り

決
め
ら
れ
我
が
国
は
、
２
０
０
５

年
、
２
月
に
こ
の
条
約
を
批
准
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
我
が
国
は
世

界
に
む
け
て
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を

約
束
し
ま
し
た
。

　

そ
の
約
束
の
内
容
は
、
１
９
９
０

年
を
基
準
年
に
２
０
０
８
年
〜

２
０
１
２
年
の
５
年
間
で
、
基
準
年

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
６
％
減
を

約
束
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
目
標
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
達
成
出
来
て
い
な

い
ば
か
り
か
、
年
々
二
酸
化
炭
素
の

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
国
の
政
策

と
し
て
も
そ
う
で
す
が
、
世
界
的
に

も
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
強
く

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
現
状
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
無
視
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
し
続
け
る
住
宅
が
全
盛
を
極
め
て

い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
鹿
児
島

に
お
い
て
も
、
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
と
そ
う
で
な

　
　

我
が
国
に
お
け
る

建
築
業
界
の
動
向
。

「
松
下
孝
建
設
」
は
、
こ
の
様
に

ご
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
他
社

か
ら
お
見
積
も
り
を
頂
き
不
審
な
点

が
あ
っ
た
ら
、
弊
社
に
ご
連
絡
頂
く

か
、
弊
社
ま
で
お
出
か
け
下
さ
い
。

そ
の
お
見
積
も
り
内
容
を
プ
ロ
の
目

で
査
定
致
し
ま
す
。
そ
れ
と
共
に

「
松
下
孝
建
設
」
の
住
宅
に
つ
い
て

も
ご
説
明
致
し
ま
す
の
で
、
そ
の
上

で
正
し
い
判
断
を
し
て
下
さ
い
。
こ

れ
か
ら
一
生
涯
住
ま
わ
れ
る
住
宅
建

築
に
あ
た
っ
て
、
失
敗
し
な
い
で
頂

き
た
い
の
で
す
。
住
宅
建
築
に
失
敗

さ
れ
る
と
、
高
額
な
ロ
ー
ン
を
抱
え

て
一
生
涯
苦
し
む
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
高
性
能
住
宅
を
お
建
て

い
た
だ
く
と
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

利
息
の
よ
う
に
住
宅
が
経
費
を
削
減

し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
れ
が
「
松
下
孝
建
設
」
が
考
え

る
、
本
物
の
高
性
能
住
宅
の
姿
で
も

あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
「
国
家
総
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
向
け
て
、
我
が
国
の

住
宅
は
、
い
ま
大
き
く
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。　
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耐
震
偽
装
の
発
覚
に
伴
い
、
本
年

６
月　

日
に
は
、
改
正
建
築
基
準
法

が
施
行
さ
れ
、
建
築
確
認
書
類
の
変

更
な
ど
耐
震
性
能
の
向
上
、
建
築
士

法
の
改
正
や
、
建
設
業
法
の
一
部
改

正
に
よ
る
、
建
築
業
界
の
モ
ラ
ル
の

向
上
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
く
最
近
で
は
本
年
８
月

６
日
に
、
既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
リ
フ
ォ
ー
ム
の
推
進
で
、
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
の
一
部
負
担
や
税
制
の
優

遇
措
置
の
方
針
も
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ

て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
は
義
務
化
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
「
日
本
住
宅
性
能
表

示
基
準
」
に
よ
る
住
宅
性
能
及
び
性

能
保
証
の
義
務
化
な
ど
も
検
討
さ

れ
、
消
費
者
保
護
の
強
化
と
共
に
、

我
が
国
の
住
宅
は
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
の
少
な
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
住

宅
寿
命
の
長
い
高
耐
震
・
高
耐
久
住

宅
の
流
れ
に
確
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。

　

従
来
の
住
宅
は
、
完
成
後
、
お
施

主
様
に
引
き
渡
し
て
し
ま
え
ば
、
事

後
点
検
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

は
あ
る
も
の
の
一
応
終
了
と
い
う
形

排
出
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
環
境
汚
染
は
、
す
で
に

目
に
見
え
る
ま
で
の
気
象
異
常
と
し

て
現
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ク

リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
の
ゴ
ア
副
大
統

領
が
「
不
都
合
な
真
実
」
と
い
う
本

で
地
球
環
境
の
現
状
の
す
さ
ま
じ
い

変
化
の
様
子
を
告
発
し
て
い
ま
す

が
、
我
々
も
ま
た
、
異
常
に
早
い
台

風
被
害
や
こ
の
冬
の
少
雪
な
ど
身
近

に
目
に
見
え
る
形
で
、
環
境
の
異
常

を
肌
で
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。

で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
住
宅
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
の
方
向
性

か
ら
も
完
成
後
の
施

工
店
と
の
交
流
が
重

要
に
な
っ
て
参
り
ま

す
。

　

よ
り
効
率
的
な
太

陽
光
発
電
や
ガ
ス
・

石
油
コ
ー
ジ
ュ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
燃
料
電

池
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
が
近
未
来
の

も
の
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
既
に
一
部

実
用
化
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
早
け
れ

ば
、
今
後　

年
程
度

で
本
格
的
に
実
用
化

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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▼
我
が
国
の
二
酸
化
炭
素
の
消
費

量
は
、
京
都
議
定
書
に
基
づ
く
、
基

準
年
一
九
九
〇
年
の
６
％
減
に
は
、

ほ
ど
遠
く
、
逆
に
７
％
以
上
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
二

兆
円
規
模
で
排
出
権
を
買
い
取
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
有
力
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
理
府
の
発
表
で
は
、
二
酸
化
炭

素
の
増
加
に
対
し
何
ら
か
の
方
策
を

求
め
て
い
る
方
が
、 

％
を
超
し
、
環

境
税
の
創
設
を
容
認
す
る
方
も
ま
た

　

％
以
上
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
住
宅
に
関
す
る
環
境
問
題

は
年
々
、
深
刻
の
度
を
増
し
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
時
代
状
況
の
中
で

も
、
未
だ
に
住
宅
性
能
を
無
視
し
た

低
性
能
住
宅
が
建

て
ら
れ
て
い

る
こ
と
に

対
し
腹
立

た
し
さ

を
覚
え

ま
す
。

二
酸
化

炭
素
の

削
減
は
、

私
達
の
日
常

生
活
の
場
で

削
減
す
る
し
か
手
が
な
い
の
で
す
。

　

▼
松
下
孝
建
設
で
は
、
日
本
住
宅

性
能
表
示
基
準
「
温
熱
環
境
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
級
４
」
の
型
式
認
定
を

取
得
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
で
は
、

ま
だ
松
下
孝
建
設
一
社
の
み
で
す
。

旧
公
庫
融
資
に
代
わ
る
「
フ
ラ
ッ
ト

　

」Ｓ（
ス
ペ
シ
ャ
ル
）
が
利
用
で
き

ま
す
。
金
利
が
５
年
間
に
わ
た
っ
て

　

％
優
遇
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
検

討
下
さ
い
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

日
本
の
住
宅
は
、
今
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

  

い ま くる す 　 たかし

今今
後後
、、

今今
後後
、、

今
後
、

日
本
の
住
宅
は

日
本
の
住
宅
は

日
本
の
住
宅
は

日
本
の
住
宅
は

日
本
の
住
宅
は

ど
う
な
る
の
か
？

ど
う
な
る
の
か
？

ど
う
な
る
の
か
？

ど
う
な
る
の
か
？

ど
う
な
る
の
か
？

50

50

350.3



9
【
松
下
孝
建
設
】
の
住
宅
性
能

「
松
下
孝
建
設
」の「
エ
コ
・
ハ
ー
ト
Ｑ　

」工
法
は「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
適
合
住
宅
」評
定
及
び
、

日
本
住
宅
性
能
表
示
制
度
の「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
級
４
」の
型
式
認
定
を
取
得
し
て
い
る
工
法
で
す
。

「
フ
ラ
ッ
ト　

」Ｓ（
ス
ペ
シ
ャ
ル
）の
融
資
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
、

「
フ
ラ
ッ
ト　

」よ
り
も
さ
ら
に
５
年
間
金
利
が　

％
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。
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   一度起こると100年程度は起こらないと思わ

れていた大地震が、今年も再び新潟を襲い、多

くの被災者を出しました。

最近は頻繁に耐震装置等について宣伝され

ています。また、国としても建築確認申請

時に構造のチェックをする等の対応をする

様になりました。このように特に耐震に注

目が集っていますので、今回は緊急特集と

して、地震の耐震等級について述べてみた

いと存じます。

「日本住宅性能表示基準」が定める耐震等級。

耐震等級（構造躯体の倒壊防止）
地震に対する構造躯体の倒壊、崩壊等のしにくさ

●地震に対してどこまで耐えられるか
　阪神・淡路大震災など、数百年に一度程度発生するきわめて大きい地震によって生じる力を基準として、住宅の構造躯体
が倒壊しないで耐えられるレベルを等級で示します。ここでいう構造躯体とは、住宅に加わる力に耐えている柱や梁などの骨
組みや、基礎・土台・耐力壁や筋交いを指します。

●数百年に一度の地震とはどんな地震か？
　国土交通省の解説によると関東大震災の時の東京や、阪神・淡路大震災の神戸の揺れに相当する震度6強から震度7程度
の地震を想定しています。その地震に耐えうる等級を1としています。

1Gal（ガル）＝1cm/s2=0.01m/s2（地上における重力加速度は約980cm/s2=980Gal）
例えば、500ガルならば、自重の約50％の水平力で揺さぶられている力に相当します。

耐震等級（構造躯体の損傷防止）
地震に対する構造躯体の損傷（大規模な修復工事を要する程度の著しい損傷）の生じにくさ

等級

3

2

1

稀に（数十年に一度程度）発生する地
震による力（建築基準法施行令第88
条第2項に定めるもの）の1.5倍の力に
対して損傷を生じない程度

稀に（数十年に一度程度）発生する地
震による力（建築基準法施行令第88
条第2項に定めるもの）の1.25倍の力
に対して損傷を生じない程度

稀に（数十年に一度程度）発生する地
震による力（建築基準法施行令第88
条第2項に定めるもの）に対して損傷
を生じない程度

・東京における、震度5強の1.5倍の地震力（約120ガル程度）に対して損傷しない程度。
※損傷しない程度とは、大規模な工事を伴う修復が必要となる著しい損傷が生じないことで、構造上
の強度に影響しない軽微なヒビ割れなどは含みません。

・東京における、震度5強の1.25倍の地震力（約100ガル程度）に対して損傷しない程度。

・東京における、震度5強の地震力（約80ガル程度）で損傷しない程度。

表　示　内　容 補　足　解　説

3

2

1

極めて稀に（数百年に一度程度）発生す
る地震による力（建築基準法施行令第
88条第3項に定めるもの）の1.5倍の力
に対して倒壊、崩壊等しない程度

・関東大震災の震度7（最大震度）、加速度約600ガル程度に対して倒壊、崩壊等しない。
・倒壊、崩壊しないことが前提となる、防災拠点の施設（学校や官公庁）と同程度の強度を指す。
※関東大震災程度（建築基準法施行令第88条第3項）の1.5倍

・阪神・淡路大震災の神戸における揺れに対して、倒壊しない強度である震度7（最大震度）、約500ガ
　ル程度に対して倒壊、崩壊等しない。
・防災拠点となる施設（学校や官公庁）と同程度の強度を指す。
※関東大震災程度（建築基準法施行令第88条第3項）の1.25倍

・関東大震災の小田原で観測された揺れに相当する、震度6強から震度7程度、約400ガル程度に対し
　て倒壊、崩壊等しない。
※関東大震災程度（建築基準法施行令第88条第3項）

極めて稀に（数百年に一度程度）発生す
る地震による力（建築基準法施行令第
88条第3項に定めるもの）の1.25倍の
力に対して倒壊、崩壊等しない程度

極めて稀に（数百年に一度程度）発生
する地震による力（建築基準法施行令
第88条第3項に定めるもの）に対して
倒壊、崩壊等しない程度

等級 表　示　内　容 補　足　解　説

構造の安定-2

構造の安定-1

耐震性能　どんなこと？とは耐震性能　どんなこと？とは



お
元
気
で
す
か
。

お
元
気
で
す
か
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元
気
で
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か
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松
下
孝
建
設
」の
お
施
主
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
施
主
様
ご
訪
問

お
施
主
様 

Ｋ
邸
（ 

４
人
家
族
）

第0015号ひ こ う き 雲（3）2007年（平成19年）12月20日（木曜日）

松
下
孝
建
設
か
ら
の
一
言

【
建
設
地
】鹿
児
島
市
伊
敷
台
７
丁
目

▲K邸外観

▲広々とした吹き抜けのあるリビング

今
年
の
夏
は
、エ
ア
コ
ン
一
台
で
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
暮
ら
せ
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
時
代
だ
か
ら

高
性
能
の
住
宅
が
必
要
。

ハ
ッ
キ
リ
自
分
の
意
見
が
言
え
る
お

子
様
に
、
ま
ず
は
ビ
ッ
ク
リ
。

「
蒸
し
暑
く
な
い
の
で
ぐ
っ
す
り
眠

れ
て
、
朝
も
ス
ッ
キ
リ
し
て
学
校
で

も
眠
く
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
答
え
て

頂
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
勉
強
も
と
て
も
し
や
す
い

し
、
す
ご
く
満
足
し
て
い
る
。
」
と

も
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来

が
と
て
も
楽
し
み
な
お
子
様
で
す
。

　

奥
様
に
、
こ
の
住
宅
を
建
て
る
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
、
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

使
用
し
ま
せ
ん
し
、
二
階
で
エ
ア
コ

ン
を
稼
働
さ
せ
た
と
き
に
は
、
リ
ビ

ン
グ
の
エ
ア
コ
ン
は
停
止
し
て
い
る

の
で
、
実
質
的
に
は
、
い
つ
も
一
台

で
充
分
で
す
。
中
間
期
に
は
、
エ
ア

コ
ン
を
使
用
し
な
く
て
も
と
て
も
快

適
で
す
か
ら
、
こ
の
冬
ど
う
な
る
の

か
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
」
と
奥
様
。

　

オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
住
ま
い
心

地
に
つ
い
て
ご
質
問
し
て
み
る
と
、

「
と
て
も
快
適
で
す
。
電
磁
調
理
器

は
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
も
廻
り
に
油

が
飛
び
散
ら
な
い
し
、
火
災
の
心
配

が
な
い
の
で
と
て
も
便
利
に
使
用
し

て
い
ま
す
。
掃
除
も
ガ
ス
コ
ン
ロ
と

違
い
、
ヒ
ー
タ
ー
の
上
を
拭
く
だ
け

で
綺
麗
に
な
り
ま
す
。
思
っ
た
よ
り

▲お幸せなK邸の皆様

　

今
回
お
伺
い
し
た
Ｋ
邸
は
、
ご
主

人
と
奥
様
、
そ
れ
に
中
学
１
年
生
の

女
の
お
子
様
と
小
学
３
年
の
男
の
お

子
様
の
い
る
ご
家
族
で
し
た
。

　

あ
い
に
く
と
ご
主
人
は
、
主
張
中

と
い
う
こ
と
で
奥
様
と
お
子
様
に
、

住
ま
い
心
地
を
聞
い
て
参
り
ま
し

た
。
元
気
の
良
い
小
学
生
の
男
の
子

が
丁
度
帰
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
こ

の
住
宅
の
感
想
を
聞
い
て
み
る
と
開

口
一
番
に
「
こ
の
家
は
と
て
も
寝
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
い
う
感
想

で
し
た
。
こ
の
年
代
で
、
こ
ん
な
に

「
主
人
の
考
え
で
は
、
地
球
温
暖

化
の
時
代
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大

き
い
住
宅
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と

で
、
と
に
か
く
性
能
に
優
れ
た
高
性

能
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
と
い
う
こ

と
が
選
択
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
様
々

な
見
学
会
に
参
加
し
、
展
示
場
も
見

て
歩
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
資
料

を
参
考
に
し
た
り
、
先
に
住
宅
を
建

て
ら
れ
た
職
場
の
同
僚
な
ど
の
意
見

も
参
考
に
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
検
討
し
た
結

果
、
松
下
孝
建
設
の「
エ
コ
・
ハ
ー

ト
Ｑ　

」
工
法
が
良
さ
そ
う
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
説
明
を
聞
い
て
納

得
し
て
こ
の
住
宅
を
建
て
ま
し

た
。
」
と
い
う
お
答
え
で
し
た
。

　

実
際
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て
感
じ

ら
れ
た
感
想
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
７
月
に
引
っ
越
し
し
て
、
８
月
・

９
月
・　

月
と
、
こ
の
夏
を
過
ご
し

て
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
快
適
で
し

た
。
リ
ビ
ン
グ
が
少
し
奥
ま
っ
て
い

る
の
で
一
階
の
リ
ビ
ン
グ
と
二
階
に

エ
ア
コ
ン
を
一
台
ず
つ
設
置
し
ま
し

た
が
、
吹
き
抜
け
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
ら
一
台
で
も
充
分
じ
ゃ
な
い

か
と
主
人
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
リ

ビ
ン
グ
の
エ
ア
コ
ン
が
稼
働
し
て
い

る
と
き
に
は
、
二
階
の
エ
ア
コ
ン
は

21本
当
に
快
適
で
す
。エ
ア
コ
ン

一
台
で
大
丈
夫
で
し
た
。

10

も
火
力
が
強

い
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。」

そ
の
他
に
気

が
つ
か
れ
た

こ
と
を
お
聞

き
す
る
と
、

「
本
当
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー

で
暮
ら
せ
る

こ
と
が
実
感

す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

オ
ー
ル
電
化

で
も
、
今
ま

で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を

考
え
る
と
電

気
料
が
驚
く

ほ
ど
安
い
と

感
じ
て
い
ま

す
。
主
人
の

見
立
て
が
正

し
か
っ
た
と

感
謝
し
て
い

ま
す
。
松
下

孝
建
設
に
お
任
せ
し
て
正
解
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
あ
り
が
た

い
お
言
葉
で
し
た
。

　

お
施
主
様
の
Ｋ
様
は
、
と
て
も
気

さ
く
な
方
で
、
「
い
つ
で
も
お
客
様

を
連
れ
て
き
て
、
こ
の
家
を
見
せ
て

も
い
い
で
す
よ
」
と
い
っ
て
下
さ
い

ま
す
。
ま
た
、
訪
問
し
ま
す
と
い
つ

も
こ
ち
ら
が
恐
縮
す
る
ほ
ど
に
歓
待

し
て
下
さ
い
ま
す
。
住
宅
を
建
て
る

に
当
た
り
弊
社
の
「
エ
コ
・
ハ
ー
ト

Ｑ　

」工
法
を
よ
く
研
究
し
て
い
た

だ
き
、
営
業
マ
ン
よ
り
も
内
容
を
深

く
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
ほ
ど
、
的
確
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
客

様
に
も
松
下
孝
建
設
の
住
宅
を
宣
伝

し
て
頂
い
て
い
る
よ
う
で
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。
Ｋ
様
の
よ
う
な
、
数

多
く
の
施
工
店
や
建
築
会
社
の
中
か

ら
、
松
下
孝
建
設
を
選
ん
で
い
た
だ

き
、
大
切
な
住
宅
を
建
て
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
お
施
主
様
を
決
し
て
裏
切

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
住
宅
性
能
を
高
め
て
参
り
ま
す
。

Ｋ
邸
を
建
て
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
後

に
な
り
ま
す
が
、
松
下
孝
建
設
で

は
、
本
年
、
鹿
児
島
の
単
独
工
務
店

で
は
、
ま
だ
一
社
の
み
だ
と
思
い
ま

す
が
、
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準

「
温
熱
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
級
４
」型
式
認
定
を

取
得
致
し
ま
し
た
。
「
次

世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準

評
定
」
と
二
つ
の
基
準
の

認
定
を
受
け
て
い
る
の

は
、
九
州
で
は
２
か
ら
３

社
し
か
な
い
も
の
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

「
温
熱
環
境
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
級
４
」
は
、

「
フ
ラ
ッ
ト　

」
Ｓ
（
ス

ペ
シ
ャ
ル
）
が
利
用
で
き

５
年
間
、
利
息
が　

％
優

遇
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
国

が
認
め
た
高
性
能
住
宅
の

証
で
す
。

　

Ｋ
邸
の
ご
主
人
様
に
は

今
後
と
も
宜
し
く
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

21

35

0.3



日光設備●

消防庫

●
コスモ石油至3号線

至267号線

●(株)幸洋 ●

天辰・皿山入口の看板あり

川
内
川

●

天大橋

リビングからキッチンを望む

和室玄関

リビングから和室を望む

2階居室

2007年（平成19年）12月20日（木曜日）（4）第0015号

星ヶ峯みなみ台展示場
鹿児島市星ヶ峯6丁目30-6

星ヶ峯2丁目

星ヶ峯6丁目

至松元・皇徳寺方面

南皇徳寺台展示場
鹿児島市山田町字阿弥陀ヶ宇都1241-252

至松元

●南日本新聞

●皇徳寺中

●皇徳寺小

県
営
住
宅

指
宿
ス
カ
イ

ラ
イ
ン

市
営

住
宅

サンクス●サンクス●
第2展示場●第2展示場●

第1展示場第1展示場
　　　　●　　　　●
第1展示場
　　　　●

サンクス●
第2展示場●

至中山I.C

至山田I.C
山形屋
ショッピング
センター●

特報

川内展示場は常時見学可能です！
いつでも

お立ち寄り
下さい。

川内展示場

3展示場、特別売却価格をホームページで公表！
絶対お得ですから、すぐヤフー・グーグルなどの検索サイトで、松下孝建設で検索して下さい。

◎モニター価格は現地で応談決定！ ◎モニター価格は現地で応談決定！

■ご連絡頂ければ平日でも
　御案内致します。

薩摩川内市天辰町字89-1

モニター価格にて
お譲りします。

売却
決定
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